
シンプル・ルール 難易度★★☆☆ 

【ゲーム開始前の準備】ChemiStrategy が２セット必要 

シンプル・ルールで使用するカードリスト 

分子カードリスト 10 枚 

・メタン、エタン、プロパン、ブタン、ペンタン 

・メタン酸、エタン酸、プロピオン酸 

・メタノール、エタノール 

Labo カードリスト ５枚 

・エバポレーター：２枚  ・塩素：１枚  ・硫酸：２枚 

1. 使用しないカードは、箱に入れておく。 

2. 分子カード 10 枚から、７枚選び、手札とする。 

3. Labo カード５枚から、３枚選び、手札とする。 

4. 使用しないカードは、裏向きにして置いておく。 

 

分子カードの性質を示すアイコンについて 

・アルコール   官能基 -OH（ヒドロキシ基）がある分子 

 

・カルボン酸   官能基 -COOH（カルボキシ基）がある分子 

 

【バトルについて】 

分子量(molecular weight)が大きいカードが勝つ。 

ただし、Labo カード：エバポレーターを使用した場合は、沸点(boiling point)

が高いカードが勝つ。 

 

【勝敗について】 

バトルを繰り返し、倒されたカードの炭素数の合計が８以上になったプレイヤー

を負けとする。 

もしくは分子カードがなくなった時点で倒されたカードの炭素数合計が大きい

プレイヤーを負けとする。 

 

【ゲームの流れ】 

1. バトルで使用する分子カードを手札から選び、裏向きにして机に置く。 

2. バトルで Labo カードを使用する場合は、分子カードとともに Labo カード

を裏向きにして置く。 

3. 「セット」を宣言し、カードを表向きにする。 

4. 倒されたカードは、表に向けて横に置く。 

5. 使用したカード、引き分けたカードは裏に向きして置く。 

6. １〜５を繰り返し、手札の分子カードがなくなるか、勝敗が決まるまでバトル

を続ける。 

 

化学反応で分子量を増やす（Labo カードの使用例） 

� １枚の分子カードと Labo カードを使用することで、分子量を増やす。 

例１ Labo カード：塩素(置換反応） 

分子カードと Labo カード【塩素】を使用する（置換反応させる）ことで、 

分子量を＋３５とする。 

→ ブタン（分子量：５8＋３5＝９３） 

 

� ２枚の分子カードと Labo カードを使用することで、分子量を増やす。 

例２ Labo カード：硫酸（エステル化） 

アルコールとカルボン酸の２枚の分子カードと共に Labo カード【硫酸】を使

用する（エステル化させる）ことで２枚のカードの分子量の和－１８とする。 

 

          反応に必要な分子    and 

メタノール（分子量：32）＋酢酸（分子量：60） 

→酢酸メチル（分子量：32＋60 -18＝74） 
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